
観 音 寺市 議 会 だより

観音寺の輝く未来へ
市議会の動きをわかりやすくお伝えします
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検 索 観音寺市議会

平成27年度一般会計補正予算を可決
平成26年度決算を認定
一般質問から見える市の課題

11月20日　市民フォーラムを開催
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９月定例会のあらまし

可決された主な条例・補正予算

5億1,412万3千円増額補正（一般会計）内容

議員提案により改正された規則
市議会会議規則の改正（議提議案第５号）
　地方議会への女性参画を促進するため、議員が出産のため議会を欠席する時の
規定を新たに定めた。

　
平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で
の
28
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。

　
一
般
質
問
は
７
・
８
日
で
、
13
名
が
47
項
目
に
わ
た
り
一
問
一
答
形
式
で
市
政
に
つ
い
て

質
し
た
。

　
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
同
意
２
件
、
条
例
関
係
７
件
、

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
４
件
の
補
正
予
算
、
そ
の
他
４
件
が
提
案
さ
れ
た
。
議
案
は
各
常

任
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

12
件
の
決
算
認
定
が
提
案
さ
れ
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
、
最
終
日
に
原

案
ど
お
り
認
定
さ
れ
た
。　

　
議
員
提
出
議
案
は
、
最
終
日
に
会
議
規
則
の
改
正
１
件
を
提
案
し
、
可
決
と
な
っ
た
。

●観音寺市民会館の設置及び管理に関する条例（議案第70号）
新しい市民会館の運営規定決まる

（平成 29 年度開館予定）
設置目的「人が集い、憩い、交流することにより、地域に根ざし
た個性豊かな文化の創造と振興をめざすとともに、豊かな心をは
ぐくむ社会の実現に寄与する」、その他利用料金、利用方法など
を定めている。

●市個人情報の保護に関する条例の一部改正（議案第69号）
　マイナンバー制度の開始又は導入に伴い、市条例を改正整備

●コンピューターシステムの改訂関係　8,773万9千円
　マイナンバー制度に対応するため、担当５課のシステムを改訂

●漁港災害復旧事業（伊吹漁港）
　　　　　　　　　　7,849万9千円

　台風11号（7月17日）の強風による
波浪で被災した護岸（L=181ｍ）を復
旧するための設計・工事費

●のりあいバス運行事業の再編整備検討
　　　　　　　　　　　　772万2千円

　平成29年度に予定している、運行形態
見直しのため、現在の利用状況などの調
査委託料
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【
質
問
】
こ
の
と
こ
ろ
、
台
風
が
多
い
よ
う
だ
が
、
災

害
時
の
対
応
と
台
風
11
号
の
被
害
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
今
年
は
８
月
末
ま
で
に
16
個
の
台
風
が
発
生

し
て
お
り
、
平
年
に
比
べ
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
11
号
が
本
市
の
上
空
を
通
過
し
た
。
７
月
16
日
午

後
１
時
に
暴
風
波
浪
警
報
が
発
表
さ
れ
、
市
水
防
本
部

を
設
置
。
市
職
員
を
動
員
す
る
ほ
か
、
消
防
団
や
海
防

団
に
出
動
し
て
い
た
だ
き
、
巡
視
や
土
の
う
を
追
加
作

製
し
た
。
午
後
３
時
半
に
は
高
潮
警
戒
地
域
に
避
難
準

備
情
報
を
、
午
後
５
時
に
は
土
砂
災
害
を
警
戒
し
て
山

間
部
に
避
難
準
備
情
報
を
発
令
し
て
避
難
所
10
カ
所
を

開
設
し
、
職
員
を
配
置
し
た
。
そ
の
後
、
暴
風
に
よ
る

被
害
情
報
が
入
り
始
め
て
、
各
担
当
部
署
が
個
々
に
対

応
し
た
。
翌
17
日
早
朝
、
避
難
者
が
い
な
く
な
っ
た
避

難
所
か
ら
順
次
閉
鎖
。
市
水
防
本
部
も
す
べ
て
の
警
報

が
解
除
さ
れ
た
10
時
過
ぎ
に
解
散
し
た
。
被
害
に
つ
い

て
は
、
軽
傷
者
が
１
名
、
住
宅
11
棟
が
一
部
損
壊
、
非

住
家
建
物
28
棟
が
一
部
ま
た
は
全
部
損
壊
し
た
。
農
産

物
の
被
害
は
水
稲
や
果
樹
な
ど
37
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
園

芸
・
畜
産
施
設
60
カ
所
。
ま
た
、
農
地
被
害
５
カ
所
で

５
５
０
万
円
、
農
業
用
施
設
被
害
４
カ
所
で
約
７
４
０

万
円
。
水
産
関
係
で
は
、
漁
港
１
カ
所
で
５
、
０
０
０

万
円
で
あ
り
、
水
産
関
係
施
設
11
カ
所
で
６
億
円
の
被

害
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

台
風
時
に
は
水
防
本
部
を
設

置
し
て
対
応

答 弁

危
機
管
理
に
つ
い
て

安 藤 忠 明

個 人 質 問

【
質
問
】
戦
後
70
年
不
戦
の
誓
い
を
再
確
認
す
る
意
味

で
、
遺
族
会
は
じ
め
市
内
の
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
が
戦

争
体
験
冊
子
や
記
念
誌
を
発
刊
し
て
い
る
。
戦
争
と
い

う
悲
惨
な
歴
史
的
事
実
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、
残
そ
う

と
し
て
い
る
関
係
団
体
と
ど
の
よ
う
に
連
携
や
支
援
を

さ
れ
る
の
か
伺
う
。

【
答
弁
】
悲
惨
な
戦
争
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
、
平
和

の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
責
務
と
考
え

る
。
市
に
お
い
て
は
、
今
年
度
中
に
市
自
治
会
連
合
会

な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
戦
争
体
験

記
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
本
格
的
ダ
イ
ヤ
改
正
と
提
案
の
デ
マ
ン
ド
交

通
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
今
年
度
、
バ
ス
停
ご
と
の
乗
車
数
、
乗
降
位

置
調
査
な
ど
を
行
い
、
長
時
間
乗
車
の
解
消
、
路
線
間

の
ス
ム
ー
ズ
な
乗
継
の
実
現
に
向
け
て
、
運
行
形
態
の

見
直
し
を
実
施
す
る
。
以
前
か
ら
提
案
の
デ
マ
ン
ド
交

通
シ
ス
テ
ム
も
住
宅
や
道
路
状
況
、
利
用
人
数
、
経
費

面
な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討
す
る
。
三
豊
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
と
の
広
域
連
携
に
つ
い
て
も
、
三
豊
市
と
協
議

を
進
め
て
お
り
、
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
り
、
有
益
な
公

共
交
通
網
が
築
け
る
よ
う
、
同
時
調
査
を
実
施
す
る
。

戦
争
体
験
記
の
保
存
に
つ
い
て

石 山 秀 和今
年
度
中
に
「
戦
争
体
験
記
編
集

観
音
寺
市
実
行
委
員
会
」（
仮
称
）

を
立
ち
上
げ
作
成
に
取
り
組
む

答 弁

の
り
あ
い
バ
ス
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
向
け
、
三
豊

市
と
の
相
互
乗
り
入
れ
や
提
案
の
デ
マ
ン
ド

交
通
シ
ス
テ
ム
と
合
わ
せ
調
査
検
討
を
行
う

答 弁

【
質
問
】
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
、

高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
こ
と
自
体

が
「
社
会
貢
献
で
あ
る
」
と
い
え
る
。

　
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
ん
で
も
地
域
住
民
が
身
体

面
の
健
康
だ
け
で
な
く
生
き
が
い
を
感
じ
安
心
安
全
で

豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
こ
と

で
健
康
で
幸
せ
に
な
れ
る
「
ま
ち
」
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル

ネ
ス
シ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の

実
現
を
目
指
す
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

【
答
弁
】
健
康
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
食
習
慣
や
運
動
不
足
が
原
因
と
な
る
生
活
習
慣

病
が
増
加
し
、
医
療
費
・
介
護
給
付
費
が
増
加
し
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
市
に
お
い
て
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
建
康
づ
く
り
施
策
を

実
施
し
て
い
る
。
担
当
部
局

だ
け
で
な
く
全
庁
的
な
取
り

組
み
を
進
め
、
生
涯
を
通
じ

健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

全
庁
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る

詫 間 　 茂

答 弁

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス

シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
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【
質
問
】
香
川
西
部
養
護
学
校
に
通
っ
て
い
る
生
徒
の

中
に
は
電
車
で
観
音
寺
駅
ま
で
来
て
駅
か
ら
歩
い
て
学

校
に
行
っ
て
い
る
生
徒
が
い
る
。
の
り
あ
い
バ
ス
の
路

線
を
、
朝
夕
だ
け
で
も
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

【
答
弁
】
今
年
度
よ
り
、
バ
ス
停
ご
と
の
乗
車
数
な
ど

運
行
形
態
全
体
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

改
定
に
つ
い
て
は
、
香
川
西
部
養
護
学
校
の
経
由
を
含

め
、
交
通
弱
者
の
方
々
の
意
見
や
要
望
を
踏
ま
え
た
上

で
考
え
て
い
く
。

【
質
問
】「
名
ば
か
り
営
業
所
」
と
、
い
う
言
葉
が
あ
り

実
質
的
に
は
営
業
し
て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
支

店
・
営
業
所
と
し
て
入
札
・
見
積
も
り
の
参
加
申
請
す

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
い
た
が
「
入
札
参
加
資

格
実
態
調
査
」
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
現
在
、
実
態
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
そ

の
よ
う
な
指
摘
が
あ
れ
ば
本
市
の
参
加
資
格
審
査
要
綱

に
基
づ
き
、
該
当
企
業
な
ど
に
事
情
を
お
聞
き
す
る
な

ど
、
実
態
に
応
じ
た
対
応
を
す
る
。

【
質
問
】
全
国
多
く
の
自
治
体
で
、
生
活
排
水
に
よ
る

河
川
な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
生
活
環
境
の
保
全

を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
人
に
対
し
、
維
持
管
理
に

係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

（
三
豊
市
３
万
円
）
他
市
の
制
度
を
調
査
研
究
し
、
事

業
化
が
望
ま
れ
る
が
。

【
答
弁
】
今
後
、
都
市
基
盤
と
な
る
下
水
道
整
備
及
び

下
水
道
普
及
率
の
向
上
を
勘
案
す
る
中
で
、
他
市
の
事

例
を
研
究
し
検
討
し
て
い
く
。

【
質
問
】
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
の
り
あ
い
バ
ス
に
比
べ
、

よ
り
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
。
先
進
地
の
調
査
研
究

を
行
い
、
十
分
な
検
討
が
必

要
。
今
後
の
予
定
は
。

【
答
弁
】
今
年
度
、
の
り
あ

い
バ
ス
の
運
行
状
況
の
調
査

を
行
い
、
そ
の
調
査
結
果
を

基
に
、
平
成
29
年
度
の
経
路

な
ど
の
改
正
に
向
け
て
、
デ

マ
ン
ド
交
通
導
入
を
含
め
運

行
形
態
の
見
直
し
を
十
分
に

検
討
し
て
い
く
。（
デ
マ
ン
ド

交
通
導
入
自
治
体
へ
視
察
な

ど
を
実
施
予
定
）

【
質
問
】
避
難
経
路
の
確
保
に
つ
い
て
、
近
い
将
来
予

想
さ
れ
る
大
地
震
の
際
、
自
主
防
災
会
ご
と
の
避
難
経

路
は
確
保
で
き
て
い
る
の
か
。

　
未
整
備
、
ま
た
は
狭
い
道
路
を
避
難
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
地
域
が
存
在
す
る
が
、
現
状
を
伺
う
。

【
答
弁
】
災
害
時
の
避
難
経
路
は
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災
会
な
ど
が
事
前
に
検
討
し
、

災
害
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
整
備
の
必
要
な
箇
所

な
ど
に
つ
い
て
は
、
適
宜
対
応
し
た
い
。

　
狭
い
道
路
の
拡
幅
は
、
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
（
道
路
の
中

心
か
ら
２
ｍ
下
が
っ
て
建
築
）
な
ど
を
利
用
し
た
方
法

が
あ
る
が
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
ず
、

現
状
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
進
め
た
い
。

【
質
問
】
小
学
校
で
経
験
し
た
課
外
活
動
種
目
が
、
中

学
校
の
部
活
動
に
な
く
、
不
本
意
な
部
活
動
を
選
択
す

る
生
徒
が
い
る
。
ま
た
、
部
活
動
を
担
当
す
る
教
員
も

種
目
に
よ
っ
て
は
経
験
の
浅
い
場
合
が
あ
る
と
聞
く
。

生
徒
、
教
員
に
と
っ
て
、
将
来
に
つ
な
が
る
部
活
動
に

す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
部
活
動
は
授
業
以
外
の
経
験
を
通
し
、
人
間

関
係
を
育
み
、
精
神
の
醸
成
に
有
効
と
の
考
え
方
か
ら
、

各
中
学
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
希
望
す
る
部
活

動
が
選
択
で
き
る
こ
と
が
一
番
良
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、

現
状
の
中
で
自
分
の
興
味
関
心
や
、
適
性
を
考
え
て
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

他
市
の
事
例
を
研
究
し
検
討

し
て
い
く

答 弁答 弁

答 弁

答 弁

デ
マ
ン
ド
交
通
（
タ
ク
シ
ー
）
導
入
を

入
札
制
度
に
つ
い
て

先
進
地
の
調
査
研
究
を
行
い
、

検
討
し
て
い
く

実
態
に
応
じ
適
正
に
運
用
し
て
い
く

現
状
の
中
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持

管
理
費
に
補
助
金
を

大 平 直 昭

調
査
内
容
を
参
考
に
検
討
す
る

答 弁

の
り
あ
い
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て

井 下 尊 義

防
災
に
つ
い
て

現
状
を
把
握
・
適
宜
対
応
し
た
い

答 弁

伊 丹 準 二

部
活
動
に
つ
い
て

個 人 質 問

▲デマンドタクシー
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【
質
問
】
公
選
法
改
正
に
よ
り
新
た
に
有
権
者
と
な
る

18
・
19
歳
へ
の
投
票
啓
発
と
政
治
意
識
高
揚
策
は
。

【
答
弁
】
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
、
選
挙
時
の

チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
り
、
啓
発
周
知
す
る
。
高
校
生
に
配

布
す
る
「
政
治
参
加
教
育
の
副
教
材
」
の
活
用
に
よ
り
、

主
権
者
教
育
の
充
実
や
、
選
挙
で
各
校
代
表
を
選
出
す

る
高
校
生
議
会
（
県
議
会
主
催
）
の
実
施
に
協
力
す
る
。

ま
た
、
出
前
講
座
で
も
対
応
し
た
い
。

【
質
問
】
労
安
法
の
改
正
で
、

50
人
以
上
の
事
業
場
は
、
医

師
・
保
健
師
な
ど
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
が
義
務
化

さ
れ
た
。
働
き
や
す
い
労
働

環
境
整
備
の
対
策
は
。

【
答
弁
】
昨
年
度
よ
り
、
臨

床
心
理
士
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
実
施
。
法
改
正
へ
の
対

応
の
た
め
、
医
師
や
専
門
機

関
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

高 橋 照 雄

【
質
問
】
さ
る
、
７
月
16
日
、
17
日
に
か
け
て
襲
来
し

た
台
風
11
号
に
よ
る
本
市
の
被
害
状
況
と
災
害
対
策
基

本
法
と
の
関
連
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
台
風
11
号
に
よ
り
公
共
土
木
施
設
の
ほ
か
、

農
産
物
や
個
人
施
設
が
被
災
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

今
回
、
市
が
復
旧
す
べ
き
施
設
と
し
て
は
、
伊
吹
島
の

北
浦
か
ら
東
部
に
か
け
て
、
約
１
８
０
メ
ー
ト
ル
の
護

岸
が
被
災
し
て
い
る
。
現
在
、
国
の
災
害
認
定
を
受
け

る
べ
く
申
請
中
で
あ
り
、
９
月
10
日
に
行
わ
れ
る
災
害

査
定
に
向
け
、
査
定
設
計
書
の
作
成
、
海
岸
保
全
区
域

へ
の
編
入
手
続
き
な
ど
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。
事
業

確
定
後
は
早
期
に
復
旧
工
事
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。「
災
害
対
策
基
本
法
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

同
法
は
災
害
対
策
全
体
を
体
系
化
し
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
防
災
行
政
の
整
備
、
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
。

災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、

第
87
条
で
施
設
管
理
者
の

実
施
責
任
を
、
第
96
条
で

は
、
事
業
費
に
対
す
る
国

の
負
担
に
つ
い
て
規
定
さ

れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は

別
に
法
令
で
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。 台

風
11
号
に
よ
る
被
害
状

況
は
？

公
共
土
木
施
設
ほ
か
、
農
産

物
、
個
人
施
設
が
被
災

答 弁

【
質
問
】
①
市
道
の
陥
没
箇
所
や
ひ
び
割
れ
が
多
く
み

ら
れ
る
が
、
年
間
ど
の
く
ら
い
の
箇
所
を
修
復
し
、
費

用
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
。

②
路
面
全
体
の
損
傷
が
激
し
く
路
面
舗
装
工
事
を
行
っ

た
箇
所
と
費
用
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

③
今
後
の
維
持
管
理
計
画
と
予
算
確
保
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

④
観
音
寺
大
野
原
線
は
国
道
と
花
稲
工
業
団
地
、
山
田

産
業
団
地
を
結
ぶ
た
め
、
大
型
車
の
通
行
が
多
く
舗
装

の
損
傷
が
激
し
い
が
修
繕
の
計
画
は
。

【
答
弁
】
①
平
成
25
年
度
は
２
４
０
カ
所
で
工
事
費
７
、

１
０
０
万
円
、
平
成
26
年
度
は
１
９
０
カ
所
で
５
、
９

０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

②
打
ち
替
え
に
よ
る
修
繕
は
平
成
25
年
度
は
65
カ
所
で

工
事
費
は
約
４
、
２
０
０
万
円
、
平
成
26
年
度
は
49
カ

所
で
約
３
、
０
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

③
現
在
、
路
面
性
状
調
査
を
行
い
損
傷
の
大
き
い
路
線

か
ら
国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
順
次
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

修
繕
予
算
の
平
準
化
を
図
り
、
多
く
の
路
線
を
効
果
的

に
修
繕
す
る
に
は
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
適
正
な
予
算
確
保
に
努
め
て
い
き
た

い
。

④
市
道
観
音
寺
大
野
原
線
の
当
該
区
間
は
舗
装
の
損
傷

が
大
き
く
、
路
面
性
状
調
査
の
結
果
も
事
業
採
択
基
準

を
超
え
て
い
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
国
庫
補
助
事

業
で
修
繕
す
る
予
定
で
あ
る
。

市
道
の
維
持
管
理
と
予
算

の
確
保
は

効
果
的
に
修
繕
す
る
た
め
修

繕
計
画
を
策
定
す
る

答 弁

友 枝 俊 陽

市
職
員
の
健
康
管
理
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に法

に
基
づ
き
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
検
査
体
制
を
整
え
る

答 弁

篠 原 重 寿

若
者
の
声
を
政
治
に
活
か
す

小
・
中
学
世
代
か
ら
、
政
治
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
は
重
要

答 弁
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【
質
問
】
合
併
後
、
新
庁
舎
の
建
設
な
ど
、
大
型
事
業

が
順
調
に
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
代
償
と
し
て
市
道
の

整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

　
３
年
か
ら
５
年
間
程
度
は
、
予
算
を
拡
大
し
、
集
中

的
に
舗
装
の
改
修
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
弁
】
市
道
の
舗
装
は
、
30
年
以
上
経
過
し
た
路
線

も
あ
り
、
状
態
と
し
て
は
経
年
劣
化
や
自
動
車
の
通
行

に
よ
り
損
傷
し
、
修
繕
を
要
す
る
路
線
も
多
く
な
っ
て

い
る
。
集
中
的
な
投
資
に
よ
る
修
繕
も
必
要
と
考
え
る

が
、
修
繕
計
画
を
策
定
し
た
う
え
で
、
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
予
算

の
平
準
化
を
図

る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。

　
要
望
に
対
し

て
は
、
現
地
の

状
況
に
よ
り
、

緊
急
性
を
確
認

の
う
え
、
地
元

と
協
議
し
、
維

持
管
理
に
支
障

と
な
ら
な
い
よ

う
、
予
算
確
保

に
努
め
る
。

市
道
（
生
活
道
路
）
の
舗

装
改
修
に
つ
い
て

緊
急
性
を
確
認
し
、
予
算
確

保
に
努
め
る
。

答 弁

大久保隆敏

安 藤 康 次

【
質
問
】
本
市
「
総
合
戦
略
策
定
方
針
」
の
な
か
で

「
市
の
独
自
性
が
出
る
よ
う
な
戦
略
を
策
定
す
る
」
と

あ
る
が
、
独
自
性
が
出
る
よ
う
な
戦
略
と
は
何
か
。

【
答
弁
】
こ
れ
ま
で
も
豊
か
な
自
然
や
住
み
や
す
い
環

境
を
活
か
し
、
子
育
て
環
境
の
充
実
に
取
り
組
み
、
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と
成
長
で

き
る
よ
う
子
育
て
環
境
や
教
育
環
境
な
ど
の
充
実
を
図

る
施
策
を
進
め
る
。
ま
た
、
市
内
の
中
小
企
業
者
な
ど

に
対
し
て
経
営
面
、
技
術
面
な
ど
の
支
援
や
企
業
同
士

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的
に
し
た
企
業
説
明
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
中
小
企
業
者
の
育
成
や
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
の
拡
充
を
図
り
、

雇
用
の
創
出
や
若

者
の
定
住
促
進
に

努
め
る
。
さ
ら
に
、

移
住
し
て
き
た
方

の
意
見
な
ど
外
部

の
目
線
で
市
の
特

性
を
見
つ
め
直
し

て
、
そ
れ
を
活
用

し
つ
つ
独
自
性
の

あ
る
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。 ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
・
創
生
総
合
戦
略

に
お
い
て
市
の
独
自
の
施
策
に
つ
い
て

子
育
て
環
境
や
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る

答 弁

【
質
問
】
虐
待
相
談
の
対
応
件
数
は
、
平
成
25
年
82
件
、

平
成
26
年
１
２
６
件
で
急
増
中
。
こ
の
相
談
へ
の
保
健

師
の
配
置
は
平
成
25
年
ま
で
ゼ
ロ
。
平
成
26
年
度
１
名
。

今
年
は
２
名
配
置
。
保
健
師
の
配
置
が
遅
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
？

　
国
は
「
効
果
的
で
質
の
高
い
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
保
健
師
の
計
画
的
確
保
・
配
置
に
努

め
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
本
市
の
計
画
は
？
ま
た
、
今

後
求
め
ら
れ
る
統
括
保
健
師
の
育
成
配
置
の
計
画
は
？

【
答
弁
】
現
在
の
配
置
は
18
名
で
、
交
付
税
措
置
人
数

と
ほ
ぼ
同
数
。
今
後
の
保
健
師
の
配
置
や
確
保
は
、
社

会
情
勢
や
住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

さ
ら
に
統
括
保
健
師
の
育
成
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
三
豊
総
合
病
院
の
リ
ュ
ウ
マ
チ
・
こ
う
原
病

内
科
が
８
月
末
で
閉
鎖
と
な
り
、
利
用
し
て
い
る
年
間

約
６
０
０
人
が
困
っ
て
い
る
。
市
の
医
療
体
制
の
整
備
、

充
実
は
？

【
答
弁
】
科
の
休
止
で
あ
り
、
病
院
と
し
て
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
努
力
し
、
来
年
度
か
ら
専
門
医
の
確
保
を
目

指
し
て
い
る
。
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域

医
療
の
中
核
病
院
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

虐
待
の
急
増
な
ど
、
保
健

師
の
増
員
を
！

保
健
師
の
増
員
は
、
今
後
の
情

勢
・
住
民
ニ
ー
ズ
か
ら
検
討
す
る

答 弁

藤 田 　 均

三
豊
総
合
病
院
の
リ
ュ
ウ
マ
チ
・
こ
う

原
病
内
科
が
な
く
な
る
？

来
年
度
か
ら
再
開
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
る

答 弁

個 人 質 問

▲市道の舗装工事
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氏　　名 質　問　件　名

石山　秀和

●電気柵の安全対策について
●プレミアム商品券の引き換え状況

について
●子育てと介護のダブルケアの相談

窓口について
●学童保育について
●観光行政について

詫間　　茂
●学校のトイレについて
●運動器検診について
●道の駅について

安藤　忠明

●地方創生について
●教育について
●新庁舎の周辺整備について
●臨時給付金について

伊丹　準二 ●国際交流について

篠原　重寿 ●障害者施策について
●教育委員会制度改革について

氏　　名 質　問　件　名

友枝　俊陽

●障がいのある子どもへの支援の充
実について

●ファミリーサポートセンターにつ
いて

高橋　照雄
●観音寺市まち・ひと・しごと創生

総合戦略骨子（案）について
●財政について

藤田　　均

●教員の多忙化解消について
●市の美術品の管理と活用について
●マイナンバー制度による市役所の

準備及び本市の小規模業者への影
響について

●小規模業者の育成と振興について
●戦後70年戦争体験記を残す取り組

みについて

五味　伸亮

●室本港津波高潮対策について
●県道21号線高屋八幡区間における

街路灯整備について
●障がい児支援について
●観音寺市人口ビジョンと中小企業

振興について

掲 載 で き な か っ た 一 般 質 問

【
質
問
】
高
室
地
域
全
世
帯
を
対
象
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ

ー
ル
跡
地
利
用
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
い
た
だ

い
た
。
回
収
率
も
高
く
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
主

に
高
室
の
自
然
に
則
し
た
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
取
り
ま
と
め
た
案
（
高
室
プ

ラ
ン
）
を
今
回
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
内
容
は
、

「
夕
日
を
観
る
街
、
か
ん
お
ん
じ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
に
ふ
さ
わ
し
い
有
明
浜
周
辺
の
整
備
で
あ
る
。
海
岸

線
に
沈
む
壮
大
な
夕
日
や
景
色
に
は
心
を
奪
わ
れ
そ
う

に
な
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
原
点
回
帰
で
、
自
然
と
の
共
生
こ
そ
田
舎
の
最
大
の

魅
力
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と

は
私
た
ち
大
人
の
責
任
だ
と
考
え
る
。

　
鳴
き
砂
、
海
浜
植
物
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
ト
イ
レ
、
ベ

ン
チ
、
防
犯
灯
の
整
備
・
再
生
な
ど
、
夕
日
百
選
を
活

か
し
た
周
辺
整
備
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
跡
地
の
有
効

活
用
と
い
う
「
高
室
プ
ラ
ン
」
が
最
も
適
し
て
い
る
と

考
え
提
案
す
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
弁
】
た
だ
今
の
提
案
に
半
分
以
上
は
近
い
考
え
を

持
っ
て
い
る
。
議
員
が
高
室
地
区
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
ら
れ
た
結
果
を
踏
ま
え
て
の
「
有
明
浜
全
体

の
自
然
を
生
か
し
た
夕
日
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

の
整
備
を
」
と
い
う
提
案
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

に
お
い
て
貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

貴
重
な
意
見
と
し
て
参
考
に

答 弁

夕
日
百
選
を
活
か
し
た
周
辺

整
備
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル

跡
地
の
有
効
活
用
を
提
案

五 味 伸 亮
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平
成
26
年
度
各
会
計
決
算
認
定
に
関
す

る
12
議
案
を
付
託
し
、
審
査
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

認
定
第
1
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
人
権
課
、
教
育
関
係
な
ど
の
人
権
啓
発

の
部
分
の
中
で
、
特
定
の
団
体
に
補
助
を

出
す
こ
と
に
不
合
理
を
感
じ
る
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
は
、
問
題

点
が
あ
る
。
そ
し
て
、
消
費
税
の
市
民
負

担
に
つ
い
て
も
反
対
で
あ
る
。

　
賛
成
多
数
で
認
定

認
定
第
2
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
施

設
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

認
定
第
3
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
4
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
国

民
健
康
保
険
伊
吹
診
療
所
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
5
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
6
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

認
定
第
7
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
航

路
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

認
定
第
8
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
粟

井
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

認
定
第
9
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
粟

井
坂
瀬
山
林
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

認
定
第
10
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

認
定
第
11
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　
全
会
一
致
で
認
定

認
定
第
12
号　
平
成
26
年
度
観
音
寺
市
水

道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
原
案
可
決
、

決
算
に
つ
い
て
認
定

　
市
民
部
１
議
案
、
政
策
部
７
議

案
、
総
務
部
３
議
案
。
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

　
建
設
部
1
議
案
、
経
済
部
2
議

案
、
上
下
水
道
部
2
議
案
。
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
健
康
福
祉
部
４
議
案
、
教
育
委

員
会
２
議
案
。
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
27
年
9
月
9
日（
水
）～
11
日（
金
）開
催

主
な
意
見

採

決

採

決

採

決

総

務

　

常
任
委
員
会

９
月
17
日
開
催

委 員 会 報 告

建
設
経
済

常
任
委
員
会

９
月
16
日
開
催

文
教
民
生

常
任
委
員
会

９
月
15
日
開
催

平成27年 7月 8日（水）～10日（金）
宮城県仙台市　（「ソーシャル・イノベーション（社会変革）創生特区」、起業支援センター「アシ
☆スタ」について）
●震災を契機に企業マインドが大きく変化。「自分の能力を活かしたい」から「他人・地域への貢

献」の比率が強くなった。平成 26 年「アシ☆スタ」設立、相談・情報提供、書類の受理及び審
査業務をワンストップで行う。また、事業継続のサポートに力を入れている。開業件数でも、平
成 22 年の 21 件から平成 26 年の 59 件に大きく伸びた。

日 時
場所・事項

総 務 委 員 会

行 政 視 察 の 報 告
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福島県福島市　（中心市街地活性化のまちづくりについて）
●平成22年3月から27年3月（5カ年）第一期中心市街地活性化基本計画において、市と中心市街

地活性化協議会が一体となって事業を推進する。ふくしまの個性と魅力を発信する生活都心づく
りを基本コンセプトとして①集客拠点づくりと回遊環境の向上②人がくらし交流できる生活環境
の向上を図ってきた。第一期計画の課題を踏まえて、第二期計画を策定。①コンパクトシティの
観点から「選択と集中」による重点整備②人口減少や高齢化の進展に対応した「持続可能なまち
づくり」の推進③都市機能の増進及び経済活動の向上を「総合的かつ一体的」に推進。
福島県会津若松市　（スマートシティー推進事業　ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略について）
●平成15年に「福島の復興は会津から」と再生可能

エネルギーの豊富な地域（バイオマス発電・水力・
風力・太陽光など）の特徴を生かし、富士通との連
携、ＩＣＴ専門の会津大学などの人材を活かして
「スマートシティ」の取り組みを行う。「まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」は、市の今までの取り組
みや地域特性を踏まえて、地方創生に資する事業を
取りまとめたものである。
福島県郡山市（シティープロモーション推進事業について）
●平成 21 年 1 月「シティーセールス基本方針」策定、「東北のウイーン　楽都　郡山」を都市イメー

ジとして、情報発信、知名度向上、誇りや愛着心の向上、特性を活かした魅力ある資源の創出に
取り組んでいる。それらを踏まえて、博報堂（東北）に委託して「シティプロモーション事業」
を展開している。
委員長　安藤康次　副委員長　豊浦孝幸
委　員　高橋照雄　大賀正三　篠原重寿　石山秀和　井上浩司

平成27年 7月 6日（月）～8日（水）
静岡県富士市　（道の駅「富士川楽座」について）
●道の駅は全国に1,059カ所あり、その中で集客率は

日本一である。地産地消をコンセプトに掲げ、大
手の類似施設と違う独自性のある運営が行われて
いる。

●テナント、フードコートなど従業員のほとんどが
地元の方で運営されており、200人以上が雇用さ
れている。

●指定管理料（補助金）は無く、営業利益の半分を市に返している。
　本市の道の駅とは規模が違うものの、地産地消、地場産業の積極的な参加は地域の道の駅でも参

考にすべきである。
静岡県静岡市　（耐震補強事業について）
●シェルターや耐震事業においても早くから積極的に取り組んでいる。
●ハード事業だけでなく、耐震対策の出前講座や耐震診断のPRを行い、耐震診断11,000件、補強

計画4,200件。

日 時
場所・事項

場所・事項

場所・事項

場所・事項

参 加 者

建 設 経 済 委 員 会

▲会津若松市

▲富士市

場所・事項
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委 員 会 報 告

文 教 民 生 委 員 会

愛知県大府市　（健耕サポーター事業について）
●現在、受け入れ農家は28戸、サポーター登録者は約91人。ボランティアで農家の手伝いをして

いる。なかには、将来、農業を職業にしたい人や、年配者の余暇を利用したい人などさまざまで
ある。
愛知県岡崎市　（岡崎ビジネスサポートセンターOka-Biz ついて）
●新規で事業を立ち上げたい人や、今まで事業をされていた人々のアドバイスや、セミナーを通し

て岡崎市の商工業の推進を図っている。
●中心市街地に85件ほどの空き店舗があり、そこでの創業を促し、市街地の活性化につなげている。
●トレンドやコーチングのスキルを高めるために、他県、他市の事例や、さまざまなノウハウを研

修している。
委員長　井下尊義　副委員長　五味伸亮
委　員　秋山忠敏　大矢一夫　詫間　茂　伊丹準二　藤田　均

参 加 者

参 加 者

平成27年７月１日（水）～７月３日（金）
滋賀県東近江市　（こころとからだの健康づくり事業について）
●大学との連携事業として、うつ病と糖尿病につい

ての研究を行ったことがきっかけで、こころとか
らだのアンケート調査を40歳～64歳に実施。う
つ傾向にある者は心拍数が低いことから、運動を
促すために幻のラジオ体操第三（心拍数消費の平
均値が110以上と高い）を取り入れ、庁舎で職員
や来庁者が毎日行っている。

●糖尿病の重症化を防ぎ、医療費の適正化を図るこ
とが目的で、広島県呉市にて実施されていたプロ
グラムを東近江版として実施している。
京都府城陽市　（教育委員会改革について）
●「開かれた教育委員会」の実現を目指し、「教育委員会評議会」を新設した。また、「定例教育委

員会」開催広報の徹底や「教育委員協議会」の公開及び市議会議員と教育委員の交流会の開催等
に取り組んでいる。
滋賀県草津市　（放課後等デイサービス、保育所等訪問支援について）
●学校に在籍する障害児に対して、生活能力向上のための訓練等を継続的に提供することにより、

学校教育と相まって放課後や長期休暇の居場所づくりを推進し、障害児の自立を促進している。
●発達支援センターが包括的・継続的に児童を支援する体制が構築されている。
●各児童に合った指導法により、本人（保護者）が希望している集団への参加と円滑な社会生活の

導入ができるよう支援を行う。保護者への継続的な支援を行っている。
兵庫県明石市　（明石市立高齢者大学校あかねが丘学園（廃校跡地利用）について）
●小学校の閉校に伴い、廃校利用として平成12年に現在の場所に移転。自ら学ぶことの喜びを体

得し、充実した老後の生きがいを作り出す。さらに連帯の環を広げ、地域づくりにも役割を果た
すことを目的とした生涯学習の場として活用している。
委員長　友枝俊陽　副委員長　篠原和代
委　員　大久保隆敏　安藤忠明　大平直昭　立石隆男

日 時
場所・事項

場所・事項

場所・事項

場所・事項

▲東近江市

場所・事項

場所・事項
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議　　員　　名　　　

　　　議　案　名　等

豊
浦　

孝
幸

篠
原　

和
代

藤
田　
　

均

五
味　

伸
亮

友
枝　

俊
陽

井
下　

尊
義

立
石　

隆
男

伊
丹　

準
ニ

詫
間　
　

茂

篠
原　

重
寿

大
久
保
隆
敏

高
橋　

照
雄

安
藤　

康
次

大
賀　

正
三

秋
山　

忠
敏

大
平　

直
昭

井
上　

浩
司

大
矢　

一
夫

石
山　

秀
和

安
藤　

忠
明議決結果

民
政
民
政
共
産
立
志
民
政
民
政
民
政
民
政
友
志
社
民
立
志
立
志
民
政
民
政
民
政
友
志
友
志
友
志
公
明
公
明

    認定第１号 平成 26 年度観音寺市一般会計歳入歳出
決算認定について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

審 議 結 果

議案番号等 議　　　案　　　名 議決結果

認定第２号 平成 26 年度観音寺市施設貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

認定第３号 平成 26 年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第４号 平成 26 年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第５号 平成 26 年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第６号 平成 26 年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第７号 平成 26 年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第８号 平成 26 年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第９号 平成 26 年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第10号 平成 26 年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第11号 平成 26 年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第12号 平成 26 年度観音寺市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 原案可決及び認定

議案第68号 専決処分の承認について（平成 27 年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計補正予算（第１号）） 承　　認

議案第69号 観音寺市個人情報の保護に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第70号 観音寺市民会館の設置及び管理に関する条例の制定について 〃

議案第71号 観音寺市職員の再任用に関する条例の一部改正について 〃

議案第72号 観音寺市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正について 〃

議案第73号 観音寺市粟井財産区管理会委員の公務災害補償等に関する条例の一部改正について 〃

議案第74号 観音寺市職員の退職手当に関する条例の一部改正について 〃

議案第75号 観音寺市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正について 〃

議案第76号 人権擁護委員の候補者の推薦について 同　　意

議案第77号 町及び字の区域の変更について 原案可決

議案第78号 土地改良事業計画について 〃

議案第79号 観音寺市公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定の一部を変更する協定の締結について 同　　意

議案第80号 香川県市町総合事務組合規約の一部変更について 原案可決

議案第81号 三観広域行政組合の共同処理する事務の変更及び三観広域行政組合規約の一部変更について 〃

議案第82号 平成 27 年度観音寺市一般会計補正予算（第２号） 〃

議案第83号 平成 27 年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第84号 平成 27 年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第85号 平成 27 年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 〃

議提議案第5号 観音寺市議会会議規則の一部改正について 〃

議案の審議結果　平成27年第４回（９月）定例会

●全会一致の議案

●賛否の分かれた議案

※ 議長は可否同数の場合のみ裁決権があります。　※ ○…賛成　●…反対



観
音
寺
市

議
会
だ
よ
り

　
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
休

日
の
た
び
に
聞
こ
え
て
い
た
笛

や
太
鼓
の
音
、
に
ぎ
や
か
な
獅

子
舞
、
勇
壮
な
太
鼓
台
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
お
祭
り
を

楽
し
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
近
は
、
朝
夕
の
寒
暖
の
差
を

感
じ
、
温
か
い
食
べ
物
が
恋
し

い
冬
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
観
音
寺
市
議
会
の
任
期
も
折

り
返
し
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
代
弁

者
と
し
て
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

第
７
号

　２
０
１
５
年
11
月
号

　平
成
27
年
11
月
１
日
発
行

編
集
後
記

この議会だよりは環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

1
日

本
会
議

7
～
8
日

本
会
議（
一
般
質
問
）

9
日

文
教
民
生
委
員
会

10
日

建
設
経
済
委
員
会

11
日

総
務
委
員
会

17
日

本
会
議

12
月
定
例
会

　
　の
予
定

編集・発行　観音寺市議会・広聴広報委員会
〒768-8601 観音寺市坂本町一丁目１番1号　☎23－3913　FAX23－3914
E-mail  gikai@city.kanonji.lg.jp　URL http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

編
集
・
発
行

　観
音
寺
市
議
会
・
広
聴
広
報
委
員
会

　☎
23
・
３
９
１
３

広
聴
広
報
委
員
会

委
員
長　
　
石
山　
秀
和

副
委
員
長　
篠
原　
和
代

　
　
　
　
　
篠
原　
重
寿

　
　
　
　
　
大
平　
直
昭

　
　
　
　
　
友
枝　
俊
陽

　
　
　
　
　
五
味　
伸
亮

　
　
　
　
　
藤
田　
　
均

視察に来てくれました
◆平成 27 年 8 月 10 日　香川県丸亀市
　市庁舎整備等特別委員会他………… 18 名
　「市庁舎整備及び市民会館整備について」
◆平成 27 年 8 月 11 日　高知県香南市
　総務常任委員会………………………  ９名
　「新庁舎概要視察」




